
略
年
譜
な
ら
び
に
著
作
目
録

　
　
略
　
歴

一
九
七
〇
年
三
月
　
名
古
屋
大
学
文
学
部
文
学
科
（
国
語
国
文
学
専
攻
）
卒
業

一
九
七
二
年
三
月
　
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
国
文
学
専
攻
）
修
士
課
程
修
了

一
九
七
五
年
三
月
　
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
国
文
学
専
攻
）
博
士
課
程
満
期
退
学

一
九
七
五
年
四
月
　
名
古
屋
大
学
文
学
部
助
手

一
九
七
六
年
四
月
　
愛
知
教
育
大
学
教
育
学
部
講
師

一
九
七
八
年
一
月
　
愛
知
教
育
大
学
教
育
学
部
助
教
授

一
九
九
一
年
四
月
　
愛
知
教
育
大
学
教
育
学
部
教
授

二
〇
一
〇
年
四
月
　
愛
知
教
育
大
学
教
育
学
部
特
別
教
授

二
〇
一
〇
年
四
月
　
愛
知
教
育
大
学
教
育
学
部
名
誉
教
授

安
　
藤
　
重
　
和

　
　
著
作
目
録

（
１
）
　
「
松
村
博
司
教
授
停
年
退
官
記
念
国
語
国
文
学
論
集
」
　
（
共
著
）
　
中
部
日
本
教
育
文
化
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丸
七
三
年
　
四
月

（
２
）
　
様
あ
し
き
御
も
て
な
し
Ｉ
源
氏
物
語
の
始
発
情
況
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
　
「
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
」
　
三
五
　
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
四
年
一
二
月

（
３
）
　
国
語
教
育
に
お
け
る
「
読
み
」
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
古
典
教
材
を
中
心
に
Ｉ
　
「
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
」
　
三
七
　
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丸
七
五
年
コ
ー
月

１



桐
壷
院
の
霊
に
よ
る
源
氏
救
出
を
め
ぐ
っ
て
　
「
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
」
　
二
三
　
名
古
屋
大
学
文
学
部
　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
年
　
三
月

現
実
認
識
の
為
の
作
文
教
育
　
「
解
釈
」
　
二
二
―
ニ
　
解
釈
学
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
年
　
三
月

　
「
馴
れ
顔
」
考
―
薫
論
ノ
ー
ト
（
一
）
―
　
「
国
語
国
文
学
報
」
　
三
一
　
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
七
年
　
三
月

紫
式
部
日
記
試
論
―
寛
弘
五
年
五
節
左
京
の
君
事
件
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
　
「
平
安
文
学
研
究
」
　
五
八
　
平
安
文
学
研
究
会
　
　
　
　
一
九
七
七
年
一
一
月

寛
弘
五
年
彰
子
懐
妊
中
参
内
へ
の
経
緯
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
紫
式
部
日
記
首
欠
説
存
疑
－
　
「
平
安
文
学
研
究
」
　
五
九
　
平
安
文
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年
　
六
月

「
渡
殿
の
戸
口
の
局
」
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
紫
式
部
日
記
試
論
－
　
『
国
語
国
文
学
報
』
　
三
五
　
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
年
　
三
月

　
『
文
学
教
材
分
析
の
観
点
と
実
際
』
（
共
著
）
　
明
治
図
書
出
版
株
式
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
年
　
四
月

　
『
松
村
博
司
先
生
古
希
記
念
国
語
国
文
学
論
集
』
（
共
著
）
　
笠
間
書
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
年
一
一
月

更
級
日
記
の
「
甥
ど
も
」
を
め
ぐ
っ
て
　
『
国
語
国
文
学
報
』
　
三
七
　
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
年
　
三
月

御
物
本
更
級
日
記
の
傍
注
を
め
ぐ
っ
て
　
『
名
古
屋
平
安
文
学
研
究
会
会
報
』
　
四
　
名
古
屋
平
安
文
学
研
究
会
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
年
　
三
月

か
ぐ
や
姫
の
贖
罪
譚
－
竹
取
物
語
を
貫
流
す
る
も
の
―
　
『
国
語
国
文
学
報
』
　
三
八
　
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
　
　
一
九
八
一
年
　
三
月

枕
草
子
「
大
進
生
昌
が
家
に
」
の
段
を
め
ぐ
る
史
的
考
察
　
「
国
語
国
文
学
報
」
　
三
九
　
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
　
一
九
八
一
一
年
　
三
月

　
『
斑
竹
姑
娘
』
考
ト
「
竹
取
物
語
」
と
の
先
後
関
係
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
　
「
古
代
文
化
」
　
三
四
―
七
　
古
代
学
協
会
　
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年
　
七
月

　
『
ご
ん
狐
』
を
め
ぐ
っ
て
　
「
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）
』
　
三
三
　
愛
知
教
育
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
四
年
　
一
月

　
『
こ
ま
の
お
も
と
』
考
―
『
紫
式
部
日
記
』
試
論
－
　
「
古
代
文
化
」
　
三
六
―
三
　
古
代
学
協
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
四
年
　
三
月

　
『
後
藤
重
郎
教
授
停
年
退
官
記
念
国
語
国
文
学
論
集
』
（
共
著
）
　
名
古
屋
大
学
出
版
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
四
年
　
四
月

古
本
系
紫
式
部
集
付
載
「
日
記
歌
」
を
め
ぐ
っ
て
１
紫
式
部
日
記
首
欠
説
存
疑
－
　
『
国
語
国
文
学
報
』
　
四
二
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
五
年
　
三
月

　
『
松
村
博
司
先
生
喜
寿
記
念
国
語
国
文
学
論
集
』
（
共
著
）
　
右
文
書
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
六
年
一
一
月

孝
標
女
の
子
供
達
の
出
生
時
期
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
更
級
日
記
試
論
－
　
「
国
語
国
文
学
報
」
　
四
四
　
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
七
年
　
三
月

２－



紫
式
部
初
出
仕
年
時
考
　
『
平
安
文
学
研
究
』
　
七
七
　
平
安
文
学
研
究
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
七
年
　
五
月

更
級
日
記
の
東
山
滞
在
記
事
を
め
ぐ
っ
て
　
『
国
語
国
文
学
報
』
　
四
五
　
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
七
年
一
一
月

　
「
権
狐
」
成
立
試
論
　
『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）
』
　
三
七
　
愛
知
教
育
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
八
年
　
二
月

　
「
芹
つ
み
」
考
『
国
語
国
文
学
報
』
　
四
六
　
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
八
年
　
三
月

日
本
文
学
研
究
大
成
『
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
』
（
共
著
）
　
国
書
刊
行
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
八
年
一
〇
月

ア
ル
フ
ォ
ン
ス
．
ド
ー
デ
作
「
最
後
の
授
業
」
を
め
ぐ
っ
て
　
『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）
』
　
三
八
　
愛
知
教
育
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
九
年
　
二
月

　
『
竹
取
物
語
』
の
祖
型
を
め
ぐ
る
試
論
－
『
今
昔
物
語
集
』
所
載
竹
取
説
話
を
通
し
て
Ｉ
　
『
古
代
文
化
』
　
四
一
一
五
　
古
代
学
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
九
年
　
五
月

　
「
講
座
平
安
文
学
論
究
」
　
第
六
輯
　
（
共
著
）
　
風
間
書
房
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
九
年
一
〇
月

新
美
南
古
作
「
手
袋
を
買
ひ
に
」
の
重
層
構
造
　
『
国
語
国
文
学
報
』
　
四
八
　
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
　
　
　
　
　
一
九
九
〇
年
　
三
月

　
『
女
流
日
記
文
学
講
座
』
　
第
四
巻
　
（
共
著
）
　
勉
誠
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
〇
年
一
一
月

　
『
後
藤
重
郎
先
生
古
稀
記
念
国
語
国
文
学
論
集
』
（
共
著
）
　
名
古
屋
大
学
出
版
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
一
年
　
二
月

　
『
平
安
時
代
の
作
家
と
作
品
』
　
　
（
共
著
）
　
武
蔵
野
書
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
二
年
　
一
月

か
ぐ
や
姫
昇
天
の
前
後
を
め
ぐ
っ
て
　
『
国
語
国
文
学
報
』
　
五
〇
　
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
二
年
　
三
月

紫
式
部
集
の
節
月
意
識
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
「
女
院
か
く
れ
さ
せ
た
ま
へ
る
は
る
」
を
中
心
に
Ｉ
　
『
日
本
文
化
論
叢
』
　
一
　
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究

室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
三
年
　
三
月

紫
式
部
日
記
人
物
考
証
－
左
衛
門
の
内
侍
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
　
『
日
本
文
化
論
叢
』
　
四
　
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室
　
　
　
一
九
九
六
年
　
三
月

左
京
の
君
事
件
を
め
ぐ
る
客
観
的
側
面
に
つ
い
て
Ｉ
紫
式
部
日
記
試
論
－
　
「
日
本
文
化
論
叢
」
　
五
　
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
七
年
　
三
月

兼
時
の
「
お
と
ろ
へ
」
の
記
事
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
紫
式
部
日
記
成
立
試
論
－
　
『
国
語
と
国
文
学
』
　
七
四
一
七
　
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
七
年
　
七
月

道
長
使
用
暦
の
七
十
二
候
を
め
ぐ
っ
て
　
『
日
本
文
化
論
叢
』
　
六
　
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
八
年
　
三
月

３－



大
納
言
の
君
．
小
少
将
の
君
を
め
ぐ
っ
て
ー
紫
式
部
日
記
人
物
考
証
－
　
「
中
古
文
学
」
　
六
三
　
中
古
文
学
会
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
九
年
　
五
月

　
「
和
歌
史
論
叢
」
（
共
著
）
　
和
泉
書
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
〇
年
　
二
月

竹
取
物
語
「
燕
の
子
安
貝
」
の
段
に
於
け
る
本
文
順
序
の
乱
れ
に
つ
い
て
　
「
日
本
文
化
論
叢
」
　
八
　
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
〇
年
　
三
月

道
長
使
用
暦
暦
注
の
日
出
入
時
刻
と
昼
夜
時
間
の
「
ズ
レ
」
を
め
ぐ
っ
て
　
『
日
本
文
化
論
叢
』
　
一
〇
　
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
二
年
　
三
月

　
「
和
歌
を
奉
る
」
と
い
う
こ
と
Ｉ
古
今
集
成
立
に
関
す
る
一
考
察
ト
　
「
日
本
文
化
論
叢
」
　
一
一
　
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
三
年
　
三
月

古
今
集
付
載
真
名
序
の
「
臣
貫
之
等
」
と
い
う
表
現
を
め
ぐ
っ
て
　
「
日
本
文
化
論
叢
」
　
一
三
　
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
五
年
　
三
月

　
「
こ
よ
み
に
は
つ
ゆ
き
ふ
る
と
か
き
た
る
日
」
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
紫
式
部
集
試
論
－
　
「
日
本
文
化
論
叢
」
　
一
五
　
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年
　
三
月

　
「
い
そ
の
は
ま
に
つ
る
の
こ
ゑ
ご
ゑ
な
く
を
」
に
関
す
る
一
考
察
～
紫
式
部
集
試
論
－
　
「
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
」
　
一
〇
〇
　
名
古
屋
大
学
国
語

国
文
学
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年
一
〇
月

紫
式
部
日
記
「
十
一
日
の
暁
」
条
と
犬
産
穢
の
物
忌
み
　
「
日
本
文
化
論
叢
」
　
一
六
　
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室
　
　
　
二
〇
〇
八
年
　
三
月

　
「
紫
式
部
日
記
の
新
研
究
－
表
現
の
世
界
を
考
え
る
」
（
共
著
）
　
新
典
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
八
年
　
五
月

　
『
源
氏
物
語
と
紫
式
部
　
研
究
の
軌
跡
　
研
究
史
編
』
（
共
著
）
　
角
川
学
芸
出
版
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
八
年
　
七
月

　
「
女
房
」
考
　
「
日
本
文
化
論
叢
」
　
一
七
　
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
九
年
　
三
月

古
今
集
冒
頭
歌
を
め
ぐ
っ
て
　
「
日
本
文
化
論
叢
」
　
一
八
　
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
〇
年
　
三
月

竹
取
物
語
の
難
題
提
示
を
め
ぐ
っ
て
　
『
日
本
文
化
論
叢
』
　
一
丸
　
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
一
年
　
三
月

竹
取
物
語
と
神
仙
思
想
―
「
天
の
羽
衣
」
の
由
来
～
　
「
日
本
文
化
論
叢
」
　
二
〇
　
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室
　
　
　
　
二
〇
一
二
年
　
三
月

－４


